
 
 
 
 
 

 

 
 
   

 

 

 
   

 
   

   

 
   

   

     

   

   

   

 
 

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成25年２月期の連結業績（平成24年３月１日～平成25年２月28日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年２月期 51,089 7.7 3,559 40.6 3,849 51.1 3,301 190.9
24年２月期 47,422 △1.6 2,531 － 2,547 － 1,134 －

(注) 包括利益 25年２月期 4,017百万円( 459.0％) 24年２月期 718百万円( －％)

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益

自己資本 
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高 
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年２月期 89.69 － 11.7 10.0 7.0
24年２月期 30.83 － 4.4 6.8 5.3

(参考) 持分法投資損益 25年２月期 －百万円 24年２月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

25年２月期 40,904 30,219 73.6 817.40
24年２月期 35,697 26,161 73.2 710.33

(参考) 自己資本 25年２月期 30,086百万円 24年２月期 26,145百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による 

キャッシュ・フロー
投資活動による 

キャッシュ・フロー
財務活動による 

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物 

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年２月期 4,378 △2,238 △180 13,604
24年２月期 △61 689 △85 11,365

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向 
(連結)

純資産 
配当率 
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00 0 － －
25年２月期 － 0.00 － 10.00 10.00 368 11.1 1.3

26年２月期(予想) － 0.00 － 10.00 10.00 10.2

３．平成26年２月期の連結業績予想（平成25年３月１日～平成26年２月28日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 30,000 21.2 1,800 △29.8 1,700 △34.6 1,600 △31.6 43.47
通 期 64,500 26.2 4,100 15.2 4,000 3.9 3,600 9.1 97.80



  

 

   

   

   

   

   

   

 

   

   

   

（２）個別財政状態 

 
   

   

   

 

   

 

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

  新規 社 (社名) 、除外 社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年２月期 40,213,388株 24年２月期 40,213,388株

② 期末自己株式数 25年２月期 3,405,226株 24年２月期 3,405,100株

③ 期中平均株式数 25年２月期 36,808,209株 24年２月期 36,808,491株

(参考) 個別業績の概要
１．平成25年２月期の個別業績（平成24年３月１日～平成25年２月28日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年２月期 37,483 9.1 3,443 88.9 3,850 98.3 3,568 －
24年２月期 34,351 82.0 1,823 － 1,941 － 272 －

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

25年２月期 96.96 －
24年２月期 7.40 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

25年２月期 38,744 30,752 79.3 834.66
24年２月期 34,648 27,137 78.3 737.28

(参考) 自己資本 25年２月期 30,722百万円 24年２月期 27,137百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品

取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関する
分析」をご覧ください。
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当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要を牽引力として内需は堅調に推

移、さらに平成24年12月の安倍政権発足後は円安・株高が進み、現政権の経済政策に期待が高まったも

のの、世界経済の減速と日中情勢の悪化の影響もあり、当連結会計年度を通じては厳しい状況が続きま

した。米国経済は、個人消費は堅調に推移し、住宅市場も住宅価格が底を打ったとの見方も出てくるな

ど改善が進んだものの、一方で、失業率が高水準のまま改善が見られず、さらに、「財政の崖」の問題

など財政面での不安もあり、緩やかな回復にとどまりました。欧州経済は、政府債務問題の長期化から

低迷が続きました。毛髪関連市場においては、国内では女性向け商品への需要が高まり、全体としては

プラス成長を示しましたが、欧米では、欧州債務問題による金融不安もあり、消費マインドの回復は乏

しく、顕著な拡大は見られませんでした。 

このような状況下、当社グループでは平成23年8月25日に公表いたしました中期経営計画の数値目標

の達成に向け、当連結会計年度においては、前期に構造改革の諸施策を実行したことにより収益が改善

した企業体質をさらに強化するために、国内外の事業別に掲げた事業戦略を推進することで売上の拡大

を図るとともに、効率的なコスト管理を行うことで収益性の向上に努めました。その一環として、海外

市場の伸長、拡大を図るために北米で美容サロン事業を展開するRegis Corporation（Regis）との間

で、Regisの子会社であるHC(USA), Inc.の全株式譲受けに関し、平成24年7月13日付で、基本合意書を

締結し、さらに、平成24年9月には仏国の女性ウィッグ市場で「ANY D'AVRAY」のブランド名で展開して

いる医療用ウィッグの大手販売会社であるLe Nouvel Espace Beauté SA (LNEB)の全株式を取得しまし

た。 

この結果、当連結会計年度の売上高は、510億89百万円（前期比7.7％増）、営業利益は35億59百万円

（前期比40.6%増）、経常利益38億49百万円（前期比51.1％増）、当期純利益33億１百万円（前期比

190.9％増）となりました。 

  

 セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

なお、当連結会計年度より報告セグメントの区分を変更しております。 

詳細は、「連結財務諸表に関する注記 （セグメント情報等）」に記載しております。 

  

① アデランス事業（オーダーメイド） 

男性売上は、当社の主力商品であるオーダーメイドウィッグや増毛商品、さらには、育毛商品やヘア

ケア商品をTVCMやWebでの告知を展開したことで新規売上が堅調に推移しました。女性売上も、新商品

の投入、広告宣伝費を増額して反響型TVCMを強化、さらには全国の主要百貨店での展示試着会を積極的

に推し進めたことにより、特に、新規売上が大幅に増収となりました。男性、女性のリピート売上も、

新規顧客の増加に伴い堅調に推移しておりましたが、生産調整による納期遅れがあった第4四半期に限

り、売上が鈍化しました。その結果、アデランス事業（オーダーメイド）の売上高は256億44百万円

（前期比10.6％増）、営業利益は67億93百万円（前期比26.4％増）となりました。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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②フォンテーヌ事業（レディメイド） 

百貨店・直営店売上は、VALANやレディメイドフラフィなど高品質、高価格帯の商品ラインアップの

充実、販売員の接客技術の向上や催事の効率的運営などにより、前期を上回りました。美材ルート売上

は、市場環境が依然として厳しい状況が続きましたが、キャンペーンを行うなど需要の掘り起こしに努

めたことにより、前年並みとなりました。その結果、フォンテーヌ事業（レディメイド）の売上高は

109億77百万円（前期比7.2％増）、営業利益は37億44百万円（前期比6.7％減）となりました。 

③ボズレー事業（ヘアトランスプラント） 

北米でヘアトランスプラント事業を行っているボズレー事業の売上高は、新規顧客獲得のために、期

初に広告宣伝の投入量を増やしたことで面談、施術数が増加し売上高は84億１百万円（前期比4.2％

増）、営業利益は７億64百万円（前期比16.3％増）となりました。なお、為替の変動を考慮しない、現

地通貨ベース（米国ドル）では、売上高は104百万米ドル（前期比3.4%増）、営業利益は9百万米ドル

（前期比15.3％増）となりました。 

④その他 

その他は主に欧米のウィッグ事業であります。 

北米市場では、新たな商品ブランドを立ち上げ、人件費や宣伝広告費を先行投資し市場への浸透を図り

ましたが、売上が計画を下回ったことで営業赤字となりました。欧州市場では、各国において医療用ウ

ィッグの売上が好調で、さらに平成24年9月からは買収した仏国LNEB社の売上が加わり、売上高、営業

利益とも堅調に推移しました。中国市場では、百貨店への出店をとおしてのレディメイドウィッグの販

売、百貨店での試着会開催によるオーダーメイドウィッグの販売を行いました。その結果、売上高は

104億46百万円（前期比0.7％増）、営業損失は14億12百万円（前期営業損失５億83百万円）となりまし

た。 

  

今後の見通しにつきましては、添付資料５ページ「２．経営方針」に記載のとおりであります。 

なお、平成26年２月期の連結業績は、売上高645億円（前期比26.2％増）、営業利益41億円（前期比

15.2％増）、経常利益40億円（前期比3.9％増）、当期純利益36億円（前期比9.1％増）を見込んでおり

ます。 

  

①資産、負債及び純資産の状況  

当連結会計年度末の総資産は409億４百万円となり、前期末に比べて52億７百万円増加しました。

流動資産は248億45万円で前期末に比べて44億54百万円増加しました。主な要因として現金及び預金

が25億５百万円、商品及び製品が９億11百万円増加したためであります。固定資産は160億59百万円

で前期末に比べて７億52百万円増加しました。 

負債は106億85百万円と前期末に比べて11億50百万円増加しました。主な要因として未払金が４億

83百万円、リース債務が４億87百万円、支払手形及び買掛金が２億25百万円増加したためでありま

す。 

純資産は302億19百万円となり前期末に比べて40億57百万円増加しました。 

（２）財政状態に関する分析
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②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ22億39百万円増加し、

136億20百万円となりました。  

営業活動によるキャッシュ・フローは、43億78百万円の収入（前期は61百万円の支出）となりまし

た。主な要因は、税金等調整前当期純利益30億68百万円、減価償却費９億90百万円によるものであり

ます。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、22億38百万円の支出（前期は６億89百万円の収入）となり

ました。主な要因は有形固定資産の取得による支出10億97百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株

式の取得による支出４億70百万円、無形固定資産の取得による支出３億61百万円によるものでありま

す。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億80百万円の支出（前期は85百万円の支出）となりまし

た。主な要因は、リース債務の返済による支出１億１百万円によるものであります。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
(注) 1.各指標の算出方法は次のとおりであり、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

自己資本比率： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インスタント・カバレッジ・レシオ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 

2.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。 

3.有利子負債は、連結貸借対照表に計上している利子を支払っている負債を対象としております。 

4.利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要政策のひとつとして位置づけており、当期末の配当

は、４期ぶりの復配として１株当たり10円とさせていただく予定であります。 

今後は、株主の皆様への安定的な利益還元と会社の持続的な成長を実現するための投資、各期の業

績、配当性向及び内部留保を総合的に勘案した上で配当を行ってまいります。 

次期の配当につきましては、当社成長のための戦略的機会への投資を積極的に検討していく予定であ

り、当期と同じ１株当たり10円を予定しております。 

  

該当事項はありません。  

  

平成21年２月期 平成22年２月期 平成23年２月期 平成24年２月期 平成25年２月期

自己資本比率(%) 80.5 77.8 64.4 73.2 73.6

時価ベースの自己資本比率
(%)

33.4 61.4 80.7 101.1 120.3

キャッシュ・フロー対有利子 
負債比率(%)

58.7 ― ― ― 18.0

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ(倍)

24 ― ― ― 133

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）継続企業の前提に関する重要事象等
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当社グループは、毛髪関連事業を通じて、より多くの人々に夢と感動を提供し、笑顔と心豊かな暮ら

しに貢献することを最大の使命とした経営理念に基づき、最高の商品、最高の技術、心からのおもてな

しを実践し続けることで、企業価値の向上に努めてまいります。 

また、当社はグローバルカンパニーとして、グローバルポリシーを策定し、ガバナンスの発揮とコン

プライアンス体制を一層充実させ、国内、海外事業の永続的な成長の実現に向けて、社会やお客様、ス

テークスホルダーの皆様からの信頼に応えてまいります。 

当社グループは、2011年8月25日に2012年2月期を初年度とした修正中期経営計画を発表し、2期連続

して数値目標を達成することができました。  

当社グループは、中期経営計画最終年度の2014年2月期におきましても、増収増益を持続できる企業

でありつづけ、将来の1,000億円企業グループを目標に、連結営業利益率８％など、経営指標の早期達

成に向けて鋭意努力致す所存です。 

国内事業におきましては、現在の毛髪関連市場では、育毛・発毛剤市場が成長している反面、やや閉

塞感が見られる毛髪業市場で、当社グループは「選ばれる企業ブランド」となるため、求められる商品

の開発と時代に即した新たなビジネスモデルを構築し、競争優位を高めて新規顧客の増加とシェア拡大

を図ります。  

海外事業では、収益基盤の確立に向けて、経営改革のスピードを加速し、さらには欧米に加えて、市

場の成長が見込める中国・アジアでの当社グループの事業展開を拡大し、育毛・発毛からウィッグ、植

毛までのトータルヘアソリューションとしてのブランド認知と事業ポートフォリオを確立し、新規顧客

の増加とシェア拡大を図ります。 

当連結会計年度は、2011年に発生したタイの大洪水による生産機能への影響や、東日本大震災による

事業のダウンサイドリスクの影響から復旧したこともあり、一部、納期の遅れが続くものの国内事業で

は男性新規の増毛商品売上が大幅に改善され、女性新規ではオーダーメイド商品、レディメイド商品と

も反響型営業と展示会等を強化したことにより、前期売上を上回ることができました。 

一方、海外事業におきましては、特に米国ウィッグ事業での新ブランドの投入遅延、生産供給体制の

問題等により、前期実績に対し増収減益の結果となりましたが、今後さらに商品の安定供給と更なる品

質向上を目的に生産供給体制の充実を図り、万全な供給システムを構築することで改善を図ってまいり

ます。 

また、北米では、当社グループとなる米国男性オーダーメイド商品の販売を主な事業とするHC

（USA） Inc.とヘアトランスプラント事業のボズレー社とのシナジー効果を最大化し、アジア圏では毛

髪関連市場の成長が見込まれる中国事業を立て直すとともに、欧州では医療向け事業の展開を強化する

ことで増収増益を図ってまいります。 

今後も国内、海外とも当社グループが属する毛髪関連市場では、マイナストレンドの男性市場、多様

化するニーズの女性市場という環境の下での競争激化が予想されております。こうした市場環境に対処

するため、当社グループは新規顧客の拡大と生涯顧客としての定着を促進するとともに、2011年８月に

発表いたしました中期経営計画最終年度の2013年度の経営目標の達成に向けて着実に邁進することによ

り、企業価値の更なる向上に努め、株主様のご期待に応えてまいる所存です。 

さらに、企業の社会的責任を果たすため、ＣＳＲ活動にも積極的に取り組むとともに、社会やお客様

からの信頼に応えるべく、永続的な企業成長の実現に向けてガバナンスを強化し、コンプライアンス体

制を一層充実させてまいります。 

２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,495 14,001

受取手形及び売掛金 4,220 4,961

商品及び製品 1,971 2,882

仕掛品 158 235

原材料及び貯蔵品 708 858

繰延税金資産 444 851

その他 1,491 1,266

貸倒引当金 △98 △213

流動資産合計 20,390 24,845

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 14,875 14,509

減価償却累計額 △11,773 △11,515

建物及び構築物（純額） 3,102 2,993

土地 4,270 4,081

リース資産 676 908

減価償却累計額 △56 △102

リース資産（純額） 620 805

その他 5,390 6,304

減価償却累計額 △4,658 △5,136

その他（純額） 732 1,167

有形固定資産合計 8,725 9,047

無形固定資産   

のれん 222 522

その他 2,439 2,549

無形固定資産合計 2,661 3,072

投資その他の資産   

投資有価証券 229 207

長期貸付金 402 402

繰延税金資産 66 259

敷金及び保証金 3,222 3,222

その他 539 422

貸倒引当金 △542 △576

投資その他の資産合計 3,919 3,939

固定資産合計 15,306 16,059

資産合計 35,697 40,904
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 257 483

リース債務 78 566

未払金 1,645 2,129

未払法人税等 278 242

繰延税金負債 2 2

前受金 1,179 1,105

賞与引当金 956 1,172

商品保証引当金 67 78

返品調整引当金 122 132

店舗閉鎖損失引当金 21 21

資産除去債務 10 27

その他 1,844 1,890

流動負債合計 6,467 7,852

固定負債   

リース債務 588 335

繰延税金負債 0 56

退職給付引当金 888 1,064

資産除去債務 1,015 1,019

その他 574 358

固定負債合計 3,068 2,833

負債合計 9,535 10,685

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,944 12,944

資本剰余金 13,157 13,157

利益剰余金 10,934 14,268

自己株式 △6,987 △7,020

株主資本合計 30,048 33,349

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △3 11

為替換算調整勘定 △3,898 △3,274

その他の包括利益累計額合計 △3,902 △3,262

新株予約権 15 48

少数株主持分 － 83

純資産合計 26,161 30,219

負債純資産合計 35,697 40,904
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

売上高 47,422 51,089

売上原価 8,560 9,385

売上総利益 38,862 41,704

販売費及び一般管理費 36,330 38,145

営業利益 2,531 3,559

営業外収益   

受取利息 13 28

受取配当金 1 1

不動産賃貸料 117 59

為替差益 － 302

その他 170 114

営業外収益合計 303 505

営業外費用   

支払利息 52 31

不動産賃貸費用 51 17

為替差損 8 －

支払手数料 70 112

貸倒引当金繰入額 64 35

その他 40 18

営業外費用合計 287 215

経常利益 2,547 3,849

特別利益   

前期損益修正益 85 －

固定資産売却益 144 1

貸倒引当金戻入額 8 －

賞与引当金戻入額 270 －

事業構造改善引当金戻入額 463 －

保険差益 235 －

その他 102 －

特別利益合計 1,310 1

特別損失   

前期損益修正損 144 －

固定資産売却損 841 0

固定資産除却損 9 1

減損損失 1,058 475

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 307 －

関係会社事業損失 － 208

その他 391 97

特別損失合計 2,753 783

税金等調整前当期純利益 1,104 3,068
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

法人税、住民税及び事業税 329 286

法人税等調整額 △359 △595

法人税等合計 △29 △309

少数株主損益調整前当期純利益 1,134 3,377

少数株主利益 － 76

当期純利益 1,134 3,301
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 連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,134 3,377

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7 15

為替換算調整勘定 △408 624

その他の包括利益合計 △415 639

包括利益 718 4,017

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 718 3,941

少数株主に係る包括利益 － 76
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 12,944 12,944

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 12,944 12,944

資本剰余金   

当期首残高 13,036 13,157

当期変動額   

利益剰余金から資本剰余金への振替 166 －

新株予約権への振替 △44 －

当期変動額合計 121 －

当期末残高 13,157 13,157

利益剰余金   

当期首残高 9,966 10,934

当期変動額   

当期純利益 1,134 3,301

自己株式の処分 － 32

利益剰余金から資本剰余金への振替 △166 －

当期変動額合計 968 3,334

当期末残高 10,934 14,268

自己株式   

当期首残高 △6,987 △6,987

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － △32

当期変動額合計 △0 △33

当期末残高 △6,987 △7,020

株主資本合計   

当期首残高 28,958 30,048

当期変動額   

当期純利益 1,134 3,301

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

新株予約権への振替 △44 －

当期変動額合計 1,089 3,301

当期末残高 30,048 33,349

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 3 △3

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △7 15
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当期変動額合計 △7 15

当期末残高 △3 11

為替換算調整勘定   

当期首残高 △3,490 △3,898

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △408 624

当期変動額合計 △408 624

当期末残高 △3,898 △3,274

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △3,486 △3,902

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △415 639

当期変動額合計 △415 639

当期末残高 △3,902 △3,262

新株予約権   

当期首残高 － 15

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15 32

当期変動額合計 15 32

当期末残高 15 48

少数株主持分   

当期首残高 － －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 83

当期変動額合計 － 83

当期末残高 － 83

純資産合計   

当期首残高 25,472 26,161

当期変動額   

当期純利益 1,134 3,301

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

新株予約権への振替 △44 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △400 756

当期変動額合計 689 4,057

当期末残高 26,161 30,219
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,104 3,068

減価償却費 1,362 990

減損損失 1,058 475

のれん償却額 210 84

有形固定資産除却損 9 1

投資有価証券評価損益（△は益） 8 46

有形固定資産売却損益（△は益） 696 △1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 307 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 0 215

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,553 131

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △751 －

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 21 △2

受取利息及び受取配当金 △14 △29

支払利息 52 31

売上債権の増減額（△は増加） △238 △505

たな卸資産の増減額（△は増加） 340 △859

仕入債務の増減額（△は減少） △120 171

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 401 17

その他 △45 226

小計 2,851 4,060

利息及び配当金の受取額 16 28

利息の支払額 △50 △32

保険金の受取額 － 653

特別退職金の支払額 △2,648 －

法人税等の支払額 △231 △330

営業活動によるキャッシュ・フロー △61 4,378

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △2 △227

有形固定資産の取得による支出 △916 △1,097

有形固定資産の売却による収入 2,229 6

無形固定資産の取得による支出 △420 △361

投資有価証券の取得による支出 △2 △2

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △470

その他 △199 △85

投資活動によるキャッシュ・フロー 689 △2,238
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 6,000 －

短期借入金の返済による支出 △6,000 －

リース債務の返済による支出 △81 △101

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △3 －

少数株主への配当金の支払額 － △71

その他 － △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △85 △180

現金及び現金同等物に係る換算差額 △213 279

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 327 2,239

現金及び現金同等物の期首残高 11,037 11,365

現金及び現金同等物の期末残高 11,365 13,604
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 該当事項はありません。 

  

１．連結の範囲に関する事項  

連結子会社の数  42社 

①主要な連結子会社の名称 

Aderans America Holdings,Inc.（在外子会社） 

Aderans Europe B.V.（在外子会社） 

Aderans Thai., Ltd.（在外子会社） 

このうち、Le Nouvel Espace Beauté SA は株式取得に伴い、Bosley Singapore.Pte.,Ltd他１社

は新規設立により、また、Bosley Medical Group,P.C.他15社は支配力基準により、当連結会計年

度より連結の範囲に含めております。 

②主要な非連結子会社の名称 

㈱パルメッセ 

連結の範囲から除いた理由 

非連結子会社４社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に

見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼし

ていないためであります。 

２．持分法の適用に関する事項 

①持分法適用した非連結子会社はありません。 

②持分法を適用しない非連結子会社のうち主要な会社等の名称 

㈱パルメッセ 

持分法を適用しない理由 

持分法を適用していない非連結子会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分

に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、か

つ全体としても重要性がないためであります。 

３．連結子会社の事業年度に関する事項 

連結子会社のうち国内１社及び在外連結子会社41社の決算日は12月31日であります。 

連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要

な取引については、連結上必要な調整を行っております。 

４．会計処理基準に関する事項 

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 

子会社株式 

 移動平均法による原価法 

その他有価証券 

 時価のあるもの 

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定） 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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②たな卸資産 

商品・製品 

当社は、ウィッグのうちオーダーメイドは個別法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、レディーメイドは主として移動平均法による原価

法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。

また、在外連結子会社については、先入先出法による低価法または移動平均法による低価法に

よっております。 

原材料・仕掛品 

在外連結子会社については、先入先出法による低価法または移動平均法による低価法によっ

ております。 

貯蔵品 

移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）。ただし、在外連結子会社については、先入先出法による低価法によっております。 

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法(ただし、平成10年４月１日以降取得した建物(建物附属設備を除く)については定額法

によっております。) 

なお、在外連結子会社の有形固定資産については、主として定額法によっております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

 建物及び構築物・・・３～47年 

②無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法

により償却しております。 

③リース資産（所有権移転外ファイナンスリース取引に係るリース資産） 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。 

④長期前払費用 

均等償却 

(3)重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

②賞与引当金 

従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。 

③商品保証引当金 

当社は、販売商品の無償保証契約に基づく補修費に充てるため、過去の補修実績を基礎とし

て、その必要額を見積計上しております。 

④返品調整引当金 

当社は、販売商品の返品による損失に備えるため、売掛金残高に当期および前期の平均返品率

と当期の売上総利益率を乗じた額を計上しております。 
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⑤店舗閉鎖損失引当金 

店舗の閉鎖による損失に備えるため、損失額を見積計上しております。 

⑥退職給付引当金 

当社および一部の在外連結子会社については、従業員に対する退職給付に備えるため、当連結

会計年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき計上しております。過去勤務

債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(５年)による定額法

により費用処理しております。数理計算上の差異については、その発生時の従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数(３～５年)による定額法により翌連結会計年度から費用処理しておりま

す。 

(4)重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として

処理しております。なお、在外連結子会社の資産および負債は在外連結子会社の決算日の直物為替

相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の

部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。 

(5)のれんの償却方法及び償却期間 

のれんは、20年以内の合理的な年数で均等償却しております。なお、平成22年３月31日以前に発

生した負ののれんは、10年間で均等償却しております。 

(6)連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し

可能な預金及び流動性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない、取得日から３ヵ月以内に満期日の到来する短期的な投資からなります。 

(7)その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

（たな卸資産の評価方法の変更） 

当社は、ウィッグを除くその他の商品及び貯蔵品の評価方法について、従来、最終仕入原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっておりましたが、新たな基幹シ

ステムの導入を行ったことを機に、より適正なたな卸資産の評価及び期間損益計算を行うことを目的と

して、当連結会計年度より移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）に変更しております。 

なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。 

 （連結貸借対照表関係） 

前連結会計年度において、「流動負債」の「その他」に含めていた「リース債務」は、金額的重要性

が増したため、当連結会計年度より区分掲記する方法に変更しております。この表示方法の変更を反映

させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組み替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「その他」に表示していた

1,923百万円は、「リース債務」78百万円、「その他」1,844百万円として組み替えております。 

  

（７）会計方針の変更

表示方法の変更
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（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用） 

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用してお

ります。 

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

  

当連結会計年度から、当社グループは組織変更を契機に、業績区分の見直しを行ったことに伴い報告

セグメントの区分を変更しております。 

新セグメントは国内においては「アデランス事業（オーダーメイド）」「フォンテーヌ事業（レディ

メイド）」、海外においては「ボズレー事業（ヘアトランスプラント）」となります。 

なお、前連結会計年度のセグメント情報は、当連結会計年度の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。 

  

 
(※１)  従来「フォンテーヌ事業」に区分していたサロン（女性）を「アデランス事業」に変更しました。 

(※２)  従来「営業開発事業」に区分していた美材ルートを「フォンテーヌ事業」に変更しました。 

(※３)  従来「営業開発事業」に区分していた医療事業を「その他」に変更しました。 

  

（８）追加情報

（９）連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報)

旧セグメント 新セグメント

セグメント サービス名 セグメント サービス名

アデランス事業（男性） サロン（男性）

アデランス事業
（オーダーメイド）

サロン（男性）

フォンテーヌ事業（女性）

サロン（女性） 
（※１）

サロン（女性）

百貨店・直営店

フォンテーヌ事業
（レディメイド）

百貨店・直営店

営業開発事業

美材ルート 
（※２）

美材ルート

医療事業 
（※３）

ボズレー事業
ヘアトランスプラ
ント

ボズレー事業
ヘアトランスプラ
ント

その他

医療事業

その他 その他 その他
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２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記

載と概ね同一であります。また、報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。  
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自 平成23年３月１日 至 平成24年２月29日)  

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に海外ウィッグ事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△6,929百万円は、セグメント間取引消去123万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△7,053百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。 

 ３．減価償却費の調整額548百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減価償却費であります。

 ４．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整をおこなっております。 

 ５．資産項目については、事業セグメントごとに資産を配分していないため記載しておりません。 

  

 当連結会計年度(自 平成24年３月１日 至 平成25年２月28日) 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に海外ウィッグ事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△6,330百万円は、セグメント間取引消去103百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△6,433百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

 ３．減価償却費の調整額252百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減価償却費であります。

 ４．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整をおこなっております。 

 ５．資産項目については、事業セグメントごとに資産を配分していないため記載しておりません。 

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額

(注２.３)

連結財務諸
表計上額
(注４)

アデランス

事業

(オーダーメイド)

フォンテーヌ

事業

(レディメイド)

ボズレー

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

23,181 10,239 8,059 5,941 47,422 ― 47,422

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― 4,436 4,436 △4,436 ―

計 23,181 10,239 8,059 10,378 51,859 △4,436 47,422

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

5,374 4,011 657 △583 9,461 △6,929 2,531

その他の項目

減価償却費
のれんの償却額

187
―

97
―

266
111

212
127

763
238

548
―

1,312
238

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額

(注２.３)

連結財務諸
表計上額
(注４)

アデランス

事業

(オーダーメイド)

フォンテーヌ

事業

(レディメイド)

ボズレー

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

25,644 10,977 8,401 6,065 51,089 ― 51,089

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― 4,381 4,381 △4,381 ―

計 25,644 10,977 8,401 10,446 55,470 △4,381 51,089

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

6,793 3,744 764 △1,412 9,889 △6,330 3,559

その他の項目

減価償却費
のれんの償却額

231
―

71
―

233
11

198
102

735
113

252
―

988
113
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(注)  算定上の基礎 

１．１株当たり純資産額 

 
  

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自  平成23年３月１日
至  平成24年２月29日)

当連結会計年度
(自  平成24年３月１日
至  平成25年２月28日)

 
１株当たり純資産額 710円33銭 １株当たり純資産額 817円40銭

 
１株当たり当期純利益金額 30円83銭 １株当たり当期純利益金額 89円69銭

 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について
は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた
め記載しておりません。 
 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について
は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない
ため記載しておりません。 
 

項目
前連結会計年度 

(平成24年２月29日)
当連結会計年度 

(平成25年２月28日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(百万円) 26,161 30,219

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 15 132

  (うち新株予約権) (15) (48)

  (うち少数株主持分) (―) (83)

普通株式に係る純資産額(百万円) 26,145 30,086

普通株式の発行済株式数(株) 40,213,388 40,213,388

普通株式の自己株式数(株) 3,405,100 3,405,226

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株)

36,808,288 36,808,162

項目
前連結会計年度

(自  平成23年３月１日
至  平成24年２月29日)

当連結会計年度
(自  平成24年３月１日
至  平成25年２月28日)

連結損益計算書上の当期純利益(百万円) 1,134 3,301

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 1,134 3,301

普通株式の期中平均株式数(株) 36,808,491 36,808,209

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額の算定に含まれなかった潜
在株式の概要

連結子会社Bosley,Inc.の
ストック・オプション

 普通株式   350,275株

平成24年6月21日の取締役
会決議により付与された新
株予約権方式のストックオ

プション
普通株式  245,000株

連結子会社Bosley,Inc.の
ストック・オプション
 普通株式   350,275株
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株式取得による会社の買収及び多額な資金の借入 

当社グループは、平成24年７月13日に Regis Corporationとの間で締結した基本合意書に基づき、平成

25年４月９日付で、北米においてウィッグ事業・ヘアトランスプラント事業を運営しているHC(USA) Inc.

の株式全部を、米国子会社であるBosHC Co.を通じて取得し、100％子会社としました。 

  

（１）企業結合の概要 

① 被取得企業の名称及び事業の内容 

被取得企業の名称  HC(USA) Inc. 

事業の内容     オーダーメイドウィッグ、育毛サービス、ヘアトランスプラント 

② 企業結合を行った主な理由 

当社グループは、ウィッグ、理美容・育毛サービスやヘアトランスプラントサービスなどの提

供を通じて、総合毛髪関連事業におけるグローバルグループとしてお客様の視点に立った経営を

推し進めることにより、企業価値の向上に努めています。 

当社グループの事業戦略の中で最も重要な事業領域の一つで核を構成している事業は、海外ウ

ィッグ事業とヘアトランスプラント事業でありますが、両事業には多くの競合が存在し激しいエ

リアとなっており、当社グループは、北米市場での業績の拡大・向上への取り組みの一環とし

て、ウィッグ事業とヘアトランスプラント事業を営んでいる HC(USA) Inc. の株式全部を取得

し、子会社化いたしました。 

③ 企業結合日 

平成25年４月９日 

④ 企業結合の法的形式 

株式取得 

⑤ 取得した議決権比率 

100％ 

⑥ 取得企業を決定するに至った主な根拠 

現金を対価として株式を取得したことによります。 

（２）被取得企業の取得原価 

取得の対価  163.5百万米ドル 

  

支払資金の調達方法は、自己資金及び借入金によっております。 

なお、借入金の主な内容は以下のとおりであります。 

借入先     株式会社あおぞら銀行 

借入日     平成25年３月19日 

借入金額    10,500百万円 

利率      市場金利に連動 

借入期間    ５年 

5,250百万円については分割返済、残り5,250百万円については期日一括返済

であります。 

担保提供資産    不動産２物件（東京都新宿区） 

HC(USA) Inc.の発行株式の全て 

BosHC Co.の発行株式の全て 

(重要な後発事象)
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４．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年２月29日) 

当事業年度 
(平成25年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,621 11,042

受取手形 730 708

売掛金 2,730 2,953

商品 1,235 1,580

貯蔵品 385 393

前払費用 372 356

繰延税金資産 422 819

関係会社短期貸付金 476 1,535

その他 189 273

貸倒引当金 △11 △11

流動資産合計 14,153 19,653

固定資産   

有形固定資産   

建物 13,282 12,766

減価償却累計額 △10,694 △10,305

建物（純額） 2,588 2,461

構築物 113 125

減価償却累計額 △108 △108

構築物（純額） 5 16

機械及び装置 115 115

減価償却累計額 △114 △114

機械及び装置（純額） 1 0

車両運搬具 14 0

減価償却累計額 △14 △0

車両運搬具（純額） － －

工具、器具及び備品 2,662 2,766

減価償却累計額 △2,453 △2,487

工具、器具及び備品（純額） 209 278

土地 4,307 4,111

リース資産 676 908

減価償却累計額 △56 △102

リース資産（純額） 620 805

建設仮勘定 52 1

有形固定資産合計 7,785 7,675

無形固定資産   

特許権 0 0

借地権 1,494 1,346

商標権 25 22

ソフトウエア 494 621

その他 108 108

無形固定資産合計 2,123 2,099
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年２月29日) 

当事業年度 
(平成25年２月28日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 89 113

関係会社株式 5,066 5,020

出資金 1 1

関係会社出資金 546 373

長期貸付金 － 400

関係会社長期貸付金 3,220 1,705

破産更生債権等 7 7

長期前払費用 143 23

繰延税金資産 － 172

敷金及び保証金 3,137 3,108

その他 128 182

貸倒引当金 △1,756 △1,792

投資その他の資産合計 10,586 9,316

固定資産合計 20,495 19,091

資産合計 34,648 38,744

負債の部   

流動負債   

買掛金 173 297

リース債務 45 562

未払金 1,446 1,547

未払費用 362 366

未払法人税等 176 191

前受金 1,169 1,086

預り金 79 66

前受収益 1 1

賞与引当金 953 1,171

商品保証引当金 67 78

返品調整引当金 122 132

店舗閉鎖損失引当金 21 2

資産除去債務 10 27

その他 309 185

流動負債合計 4,940 5,716

固定負債   

リース債務 579 329

退職給付引当金 641 761

資産除去債務 1,015 1,019

その他 333 166

固定負債合計 2,570 2,275

負債合計 7,510 7,992
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年２月29日) 

当事業年度 
(平成25年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,944 12,944

資本剰余金   

資本準備金 13,157 13,157

資本剰余金合計 13,157 13,157

利益剰余金   

利益準備金 1,022 1,022

その他利益剰余金   

建物圧縮積立金 0 0

別途積立金 25,000 25,000

繰越利益剰余金 △17,946 △14,377

利益剰余金合計 8,076 11,644

自己株式 △7,035 △7,035

株主資本合計 27,141 30,710

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3 11

評価・換算差額等合計 △3 11

新株予約権 － 29

純資産合計 27,137 30,752

負債純資産合計 34,648 38,744
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（２）損益計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当事業年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

売上高 34,351 37,483

売上原価 5,605 6,061

売上総利益 28,745 31,421

販売費及び一般管理費 26,922 27,978

営業利益 1,823 3,443

営業外収益   

受取利息 63 40

受取配当金 1 1

不動産賃貸料 116 59

為替差益 － 276

経営指導料 134 141

その他 119 95

営業外収益合計 435 613

営業外費用   

支払利息 40 21

貸倒引当金繰入額 64 37

不動産賃貸費用 51 17

為替差損 63 －

支払手数料 70 112

その他 26 18

営業外費用合計 316 207

経常利益 1,941 3,850

特別利益   

前期損益修正益 85 －

固定資産売却益 － 0

賞与引当金戻入額 270 －

事業構造改善引当金戻入額 463 －

その他 44 －

特別利益合計 864 0

特別損失   

前期損益修正損 52 －

固定資産売却損 836 －

固定資産除却損 0 1

減損損失 1,058 475

関係会社株式評価損 8 46

関係会社出資金評価損 295 173

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 307 －

店舗閉鎖損失 235 26

その他 41 －

特別損失合計 2,837 722
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当事業年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △31 3,128

法人税、住民税及び事業税 131 133

法人税等調整額 △435 △574

法人税等合計 △303 △440

当期純利益 272 3,568
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当事業年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 12,944 12,944

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 12,944 12,944

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 13,157 13,157

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 13,157 13,157

資本剰余金合計   

当期首残高 13,157 13,157

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 13,157 13,157

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 1,022 1,022

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,022 1,022

その他利益剰余金   

建物圧縮積立金   

当期首残高 18 0

当期変動額   

建物圧縮積立金の取崩 △18 △0

当期変動額合計 △18 △0

当期末残高 0 0

別途積立金   

当期首残高 25,000 25,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 25,000 25,000

繰越利益剰余金   

当期首残高 △18,236 △17,946

当期変動額   

建物圧縮積立金の取崩 18 0

当期純利益 272 3,568

自己株式の処分 － △0

当期変動額合計 290 3,568

当期末残高 △17,946 △14,377

利益剰余金合計   

当期首残高 7,804 8,076
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当事業年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当期変動額   

当期純利益 272 3,568

自己株式の処分 － △0

当期変動額合計 272 3,568

当期末残高 8,076 11,644

自己株式   

当期首残高 △7,035 △7,035

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △0 0

当期末残高 △7,035 △7,035

株主資本合計   

当期首残高 26,869 27,141

当期変動額   

当期純利益 272 3,568

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 271 3,568

当期末残高 27,141 30,710

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 3 △3

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △7 15

当期変動額合計 △7 15

当期末残高 △3 11

評価・換算差額等合計   

当期首残高 3 △3

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △7 15

当期変動額合計 △7 15

当期末残高 △3 11

新株予約権   

当期首残高 － －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 29

当期変動額合計 － 29

当期末残高 － 29
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成24年２月29日) 

当事業年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

純資産合計   

当期首残高 26,873 27,137

当期変動額   

当期純利益 272 3,568

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △7 45

当期変動額合計 264 3,614

当期末残高 27,137 30,752
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